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日本語学講義３（古典語）

大学院

日本語学基礎演習

学　部
古典語学専門演習

これまでの主な研究業績（5件まで）

日本語学講義１（古典語）

（10）〈学会発表〉「高等学校生徒による方言教材作成 : 〈篠山弁〉を事例として 」（ブース発表 方言に関する教育活動）
　　　　　　　日本方言研究会、共同発表（藤本真理子・西本智子）、平成29年

（９）〈学会発表〉「人にものを頼む表現——『放浪記』から」土曜ことばの会、大阪大学 、平成29年1月

（５）〈 論 文 〉「現実世界の対象を表さないソの指示—歴史的変遷をとおして—」『語用論フォーラム2』、ひつじ書房、
　　　　　　　　平成29年12月

（５）〈学会発表〉「古典語におけるソ系とア系の切り替わり—中古—」バリエーションの日本語史[シンポジウム1]
　　　　　　　　「日本語指示詞における地理的・歴史的変異の研究」、平成28年４月

（４）〈 論 文 〉「現実世界の対象を表さないソの指示—歴史的変遷をとおして—」『語用論フォーラム2』、ひつじ書房、
　　　　　　　　平成29年12月

日本語学特論

（２）〈 著 書 〉『グループワークで日本語表現力アップ』、共著（野田春美・岡村裕美・米田真理子・辻野あらと・
　　　　　　　　藤本真理子・稲葉小由紀）、ひつじ書房、平成28年3月

平成2９年度教育研究活動報告書

藤本　真理子 芸術文化学部日本文学科

講師

本年度担当科目

日本語学（古典）

Ⅰ　教育活動

（１）第７回尾道マンガ大賞展の審査

所属学会・所属団体　役職等

（３）〈 著 書 〉『ココが面白い！日本語学』（編者　岡﨑友子・堤良一・松丸真大・岩田美穂）、執筆担当、ココ出版、
　　　　　　　　平成29年４月

本年度を含む過去3年間の研究業績

〈著書〉〈展覧会〉〈論文〉〈翻訳〉〈学会発表〉〈学術表彰〉〈その他〉

現在の研究テーマ（3つまで）

（３）〈 論 文 〉「そこはどこ—指示について—」『尾道市立大学日本文学論叢』第11号、尾道市立大学日本文学会、
　　　　　　　　平成27年12月

（４）〈 論 文 〉「〈聞き手領域〉に関わるア系列の指示—中世を中心に—」『日本語文法史研究』３、ひつじ書房、
　　　　　　　　平成28年12月

（３）丁寧語

（１）〈 著 書 〉『グループワークで日本語表現力アップ』、共著（野田春美・岡村裕美・米田真理子・辻野あらと・
　　　　　　　　藤本真理子・稲葉小由紀）、ひつじ書房、平成28年3月

日本語学会（庶務委員：平成24年5月～平成25年4月）
日本言語学会
日本語文法学会
関西言語学会
土曜ことばの会（事務局員：平成24年3月 ～現在に至る）

学会、所属団体における活動　（本年度を含む過去3年間の研究業績）　　　　　　　　　　　

（１）指示詞

（２）文法

１．学外活動（本年度1年間の活動状況）

Ⅳ　社会活動

授業科目

（６）〈 論 文 〉「日本語指示詞の複合形式にみられる問題」『尾道市立大学芸術文化学部紀要』第17号、尾道市立大学、
　　　　　　　　平成30年３月

（７）〈学会発表〉「指示語ソコと不定語イヅコ・ドコについて—中古・中世を中心に—」土曜ことばの会、共同発表
　　　　　　　（藤本真理子・松本朋子）、大阪大学、平成27年7月

（８）〈学会発表〉「ソ系列指示詞と不定語との関連—中古・中世を中心に—」日本言語学会、名古屋大学 、平成27年11月

（２）〈 著 書 〉『ココが面白い！日本語学』（編者　岡﨑友子・堤良一・松丸真大・岩田美穂）、執筆担当、ココ出版、
　　　　　　　　平成29年４月

〈著書〉〈展覧会〉〈論文〉〈翻訳〉〈学会発表〉〈学術表彰〉〈その他〉

（１）〈 著 書 〉『〈役割語〉小辞典』（編者　金水敏）、執筆分担担当、研究社、平成26年9月

Ⅱ　研究活動

日本語史

卒業論文（構想・準備）（制作）
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